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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第１四半期連結
累計期間

第21期
第１四半期連結
累計期間

第20期

会計期間
自平成27年３月１日
至平成27年５月31日

自平成28年３月１日
至平成28年５月31日

自平成27年３月１日
至平成28年２月29日

売上高 （千円） 5,797,786 4,149,245 19,086,214

経常利益 （千円） 701,898 478,570 2,521,980

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 416,097 307,513 1,516,242

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 452,003 393,465 1,502,921

純資産額 （千円） 8,788,824 10,147,693 9,797,785

総資産額 （千円） 14,013,394 14,378,074 14,542,429

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 29.77 22.00 108.51

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.1 68.7 65.7

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 当社は、平成27年９月１日を効力発生日として、普通株式１株を２株に分割をしております。これに伴い、

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定して

おります。

　　　　４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　５. 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

（1）業績の状況

　　    当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策の効果もあり、企業業績

      や雇用情勢の改善が進むなど、景気は緩やかな回復基調が続く一方、為替の変動や中国をはじめとする新興国の

　　　 景気減速懸念など、依然として先行きの不透明感を残しながら推移いたしました。

        当社グループの業績に大きな影響を及ぼす不動産市況は、ここ数年は土地取引件数においては一進一退が続い

　　　 ております。また、住宅市場においては、建築費の高止まりによる販売価格の上昇を受けて、供給戸数の減少が

　　　 見られましたが、低金利等を背景にして、都心部の物件を中心に需要は堅調を維持しております。片や建設業界

　　　 においては、震災復興関連事業や国土強靭化対策などの国土防災・保全対策が緩やかながら減少傾向にあり、不

      透明な状況がつづきました。このように当社グループを取り巻く経済環境はまだら模様の様相で推移してまいり

　　　 ました。

        このような背景のもと、土壌汚染調査・処理事業を中心にリサイクル分野や環境分析分野への展開も積極的に

      進める一方、外注費を含め広範囲にわたる原価低減を図ってまいりました。しかしながら昨年業績に大きく寄与

　　　 した土木関連の大型案件が収束に向かい、当第１四半期連結累計期間の寄与度は大きく減少いたしました。

 

　 その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高4,149百万円（前年同期比28.4％減）、営業利益478百

万円（同31.7％減）、経常利益478百万円（同31.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益307百万円（同

26.0％減）となりました。

 

　　　 セグメント別の業績は以下のとおりであります。

　　　（土壌汚染調査・処理事業）

　関連市場はやや盛り上がりを欠く状況で推移してまいりました。そのような中で、営業体制の強化及びグルー

プ会社間の連携強化による情報収集の強化等、新たな需要の開拓に注力してまいりました。昨年は土木関連の大

型案件が大きく寄与しましたが、今期はその寄与度が減少した結果、売上高3,698百万円（前年同期比31.8％

減）、営業利益563百万円（同29.9％減）となりました。

　　　（廃石膏ボードリサイクル事業）

　関連市場はやや伸び悩みの状況でしたが、前期より連結決算に加えた株式会社グリーンアローズ九州が順調に

業績を伸ばしたことに加え、株式会社グリーンアローズ中部の新工場が２期目に入り業績寄与度が向上した結

果、売上高326百万円（同27.6％増）、営業利益51百万円（同218.8％増）となりました。

　　　（その他）

　ＰＣＢ関連事業の荷動きは概ね堅調に推移しましたが、ＢＤＦ事業の出荷等は原油安の影響を受け若干伸び悩

むこととなりました。その結果、売上高180百万円（同16.9％増）、営業利益22百万円（同11.3％増）となりま

した。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

　　 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,600,000

計 25,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年７月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,972,600 13,972,600

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

（注）

計 13,972,600 13,972,600 － －

（注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年３月１日～

平成28年５月31日
   ― 13,972,600    ― 2,248,438    ― 2,043,951

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年５月31日現在
 

 　　　　区分  　　　株式数（株） 　　議決権の数（個） 　　　　　内容

 無議決権株式  　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 議決権制限株式（自己株式等）  　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 議決権制限株式（その他）  　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 完全議決権株式（自己株式等）  　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 完全議決権株式（その他） 普通株式　13,971,400 139,714  　　　　　－

 単元未満株式 普通株式　　1,200  　　　　　－ 　　　　　 －

 発行済株式総数 13,972,600 　　　　　 －  　　　　　－

 総株主の議決権  　　　　　－ 139,714  　　　　　－

（注）「単元未満株式」欄の普通株式は、当社所有の自己株式29株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年３月１日から平

成28年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,708,537 645,888

受取手形及び売掛金 3,534,222 4,519,985

たな卸資産 290,882 683,650

その他 233,611 202,240

貸倒引当金 △30,724 △38,661

流動資産合計 6,736,529 6,013,104

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,716,413 1,687,464

土地 4,483,725 5,001,666

その他（純額） 1,065,729 1,058,162

有形固定資産合計 7,265,868 7,747,292

無形固定資産 8,115 10,674

投資その他の資産   

その他 571,875 646,962

貸倒引当金 △39,960 △39,960

投資その他の資産合計 531,915 607,002

固定資産合計 7,805,899 8,364,969

資産合計 14,542,429 14,378,074

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,216,839 1,092,673

短期借入金 840,000 1,440,000

1年内返済予定の長期借入金 299,796 299,796

未払法人税等 862,107 135,919

引当金 59,497 7,321

その他 522,409 388,285

流動負債合計 3,800,649 3,363,996

固定負債   

長期借入金 725,323 650,374

引当金 72,077 73,844

退職給付に係る負債 59,993 61,951

その他 86,601 80,214

固定負債合計 943,994 866,384

負債合計 4,744,643 4,230,380
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,248,438 2,248,438

資本剰余金 2,043,951 2,043,951

利益剰余金 5,202,535 5,468,131

自己株式 △39 △94

株主資本合計 9,494,886 9,760,425

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 60,027 124,248

退職給付に係る調整累計額 350 262

その他の包括利益累計額合計 60,377 124,511

非支配株主持分 242,522 262,755

純資産合計 9,797,785 10,147,693

負債純資産合計 14,542,429 14,378,074
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

売上高 5,797,786 4,149,245

売上原価 4,818,335 3,367,993

売上総利益 979,450 781,251

販売費及び一般管理費 277,871 302,379

営業利益 701,579 478,872

営業外収益   

受取利息 10 0

受取保険金 1,192 -

補助金収入 52 1,020

その他 898 472

営業外収益合計 2,154 1,492

営業外費用   

支払利息 1,628 1,526

その他 207 268

営業外費用合計 1,835 1,794

経常利益 701,898 478,570

特別利益   

固定資産売却益 - 10,999

特別利益合計 - 10,999

特別損失   

固定資産除却損 210 175

特別損失合計 210 175

税金等調整前四半期純利益 701,687 489,395

法人税、住民税及び事業税 279,358 114,245

法人税等調整額 1,385 45,819

法人税等合計 280,744 160,064

四半期純利益 420,943 329,330

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,845 21,817

親会社株主に帰属する四半期純利益 416,097 307,513
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年５月31日)

四半期純利益 420,943 329,330

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 30,918 64,221

退職給付に係る調整額 141 △87

その他の包括利益合計 31,059 64,134

四半期包括利益 452,003 393,465

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 447,157 371,647

非支配株主に係る四半期包括利益 4,845 21,817
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　　　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株

主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。
　　　　　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び投資その他資産に係る償却費を含む。）
　　　　は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
至 平成28年５月31日）

      減価償却費 110,619千円 124,335千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

配当金支払額

（決議）
 株式の

種類

 配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日  効力発生日 配当の原資

 平成27年５月27日

 定時株主総会
普通株式 　　69,863 　　　 10 平成27年２月28日 平成27年５月28日 利益剰余金

（注）当社は、平成27年９月１日を効力発生日として、普通株式１株を２株に分割しております。なお、１株当た

　　　り配当額は、当該株式分割が行われる前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）

配当金支払額

（決議）
 株式の

種類

 配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日  効力発生日 配当の原資

 平成28年５月25日

 定時株主総会
普通株式 　　41,917 　　　　3 平成28年２月29日 平成28年５月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 

土壌汚染調

査・処理事

業

廃石膏ボー

ドリサイク

ル事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 5,431,317 254,481 5,685,799 111,986 5,797,786 － 5,797,786

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- 939 939 42,535 43,474 △43,474 －

計 5,431,317 255,421 5,686,739 154,521 5,841,261 △43,474 5,797,786

セグメント利益 803,954 16,015 819,969 20,251 840,221 △138,642 701,579

　（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リサイクル事業、環

　　　　　 境分析事業、ＢＤＦ事業、ＰＣＢ関連事業等を含んでおります。

　　　　　　　　　　２.セグメント利益の調整額△138,642千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

　　　　　　　　　　　 り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　　　　　　　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 

土壌汚染調

査・処理事

業

廃石膏ボー

ドリサイク

ル事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 3,698,808 323,333 4,022,142 127,102 4,149,245 － 4,149,245

セグメント間の内部

売上高又は振替高
60 2,786 2,846 53,576 56,422 △56,422 －

計 3,698,868 326,120 4,024,988 180,679 4,205,667 △56,422 4,149,245

セグメント利益 563,272 51,063 614,336 22,540 636,877 △158,005 478,872

　（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リサイクル事業、環

　　　　　 境分析事業、ＢＤＦ事業、ＰＣＢ関連事業等を含んでおります。

　　　　　　　　　　２.セグメント利益の調整額△158,005千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

　　　　　　　　　　　 り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　　　　　　　３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年５月31日）

１株当たり四半期純利益 29円77銭 22円00銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 416,097 307,513

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
416,097 307,513

普通株式の期中平均株式数（株） 13,972,600 13,972,564

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当社は、平成27年９月１日を効力発生日として、普通株式１株を２株に分割をしております。これに伴

  い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定して

  おります。

 

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

 

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２８年７月１１日

株式会社ダイセキ環境ソリューション

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三　浦　宏　和　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　部　彰　彦　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイセ

キ環境ソリューションの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28

年３月１日から平成28年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年５月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイセキ環境ソリューション及び連結子会社の平成28年５月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　 ２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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